
1　モール505をカワウエモールとして素質を高めリニューアルする
既存の店舗を残しつつ、小売業など新たな店舗の誘致も行いながらモール505のリニ
ューアルを行う。駅近という立地の素質を活かし、現在のニーズに応えながら新たな集
客を得ることでにぎわいを復活させる。

2　防火建築帯を集いのゲストハウスへとリノベーションする
国道125号線沿いにある空き家や空き店舗を利用し、1階を店舗、2階をゲストハウス
へとリノベーションする。1階には飲食店や直売所、交流センターを設置し、ゲストハウ
スや近隣の飲食店と協力しながら事業を行う仕組みをつくる。宿泊施設と店舗が連携
することで地元住民と共に観光客に向けたサービスを通して地元活性化に寄与する。

3　駐車場のポケットパーク化
屋外駐車場の敷地の一部に緑や休憩空間を設けて、一部をポケットパークにつくり変え
ることで、場所の価値を見出し有効活用につなげる。
ポケットパークとして人 に々利用してもらい場所の価値を創出する。

モール505やまちかど蔵など商業的機能を持った場所があるのに対し、空き家や空き店
舗が多くあり、活気が感じられない現状がある。さらに、公共空間が少ない一方で、駐車
場が多く点在しており、場所の有効活用ができていない現状がある。
住民が日々利用する場所としてだけでなく、観光客に向けた利用を促し場所の素質を活
かしたにぎわいの創出を図る。

- 場所の素質が滲む -

1　公園と一体的に利用できる「カワウエモール」をつくる
モール505があった場所を商業だけでなく、福祉・医療機能もある「カワウエモール」と
して変化させ、土浦市民によりよい暮らしにする。

2　滝の前広場にインクルーシブスポーツパークをつくる
インクルーシブ（inclusive）とは、「包括的」や「すべてを含む」といった意味をあらわす
言葉である。スポーツを通して、障がいの有無や国籍、肌の色、年齢、性別などに関係
なく、一緒に楽しめるような公園にすることでよりよい暮らしにする。

3　中央一丁目に土浦版ネウボラをつくる
「ネウボラ」とはフィンランド語で「助言の場所」を指す言葉で、子育て支援の取り組み
を意味する。この言葉のように、子育て支援をはじめ、親同士、子供同士の交流や地域
の人との交流をうながし、子育てがしやすく、よりよい暮らしにする。

4　外国人のための居場所をつくる
土浦市の人口の2%ほどを占める外国人居住者に対して、城下町の歴史的雰囲気を感
じられる場所で日本での暮らしをより良くするための施設にする。また、外国人観光客に
とって安心して楽しく観光ができる環境を整える。

- よりよい暮らしが滲む -
近年、市では高齢者人口の増加とともに障害者人口も増加していくことが見通される。さ
らに外国人市民が著しく増加し、定住化傾向が進んでいる。今後地域で豊かな生活をす
るためのニーズが多様化していくことが予測されるため、年齢や国籍を問わずすべての
市民が安心して社会参加することのできる環境を物心両面にわたりつくりだすことでとも
に支え合う地域社会を築く。

　亀城モールにサイクルハブをつくる
新たに整備するネットワークと現状のネットワークの結節点となっている亀城モールに
サイクリストの拠点となる施設＝サイクルハブをつくる。駅前エリアではなくあえて街中
につくることでサイクリストを市内観光施設へと誘導できるため、土浦中心部がさらに
賑わうことに貢献する。
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　国道125号線沿いに駐輪場を整備する
上記の提案による土浦市内での自転車利用の増加に伴い、移動利便性の向上、違法
駐輪を抑制し歩きやすい街路空間にするための駐輪場を市街地にも整備する。
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　新たに自転車ネットワークを整備する
新たな自転車ネットワークとして、安全の自転車走行空間のネットワークを整備する。
　a ・ e … 亀城公園、霞ヶ浦などの市内観光施設を結ぶ
　a ・ d … 土浦駅、市役所、亀城プラザ、土浦第二高校などの都市機能を結ぶ
　b ・ f … 現時点で整備されたりんりんロードと観光系ネットワークを結ぶ
　c … サイクリングに最適な桜川河川敷と自転車ネットワークの結節点を結ぶ

1

- 自転車生活が滲む -
県や市を挙げて自転車利用を推進しているが、市民の生活に根付いてない現状がある。
自転車は単なる移動手段の一つに過ぎず、健康促進・環境への配慮という一面もあり、今
後の土浦のまちづくりにおいて必要不可欠なものであると考える。将来的には市内の移
動手段として最も選ばれる選択肢になることを目標とする。

2　駅と緑の軸を結ぶ
土浦駅から「緑の軸」を繋ぐことで、新たな拠点へと導く回遊性を生み出す。
「駅前広場」や元パチンコ店をオープンスペースとした「賑わい通り」を魅力的なもの
にし、街路樹で繋がりをつくることで人 を々誘致する。

3　旧水戸街道「緑のまちづくり」
街路樹などを用いて自然的な空間へと整備し、新川と桜川を結び人々の導線を作る。
地域の人々が協力して歴史的町並みの保全を行う。
歩行者専用空間にし、植栽の作成・管理・整備を行うことで、地域に根差し、観光地と
しても魅力ある空間づくりを行う。

1　緑の軸をつくる
現緑であるスタジアムと亀城公園に快適な歩行者空間を整備し、「緑の軸」として繋ぐこ
とで、自然を通して様 な々賑わい空間に人 を々導く。旧川口川を川や道で復活させ、観
光資源の霞ヶ浦との繋がりを作るとともに、人々の生活で身近に感じてもらう。 駅前の現
駐車場に霞ヶ浦の玄関口となる拠点をつくり、多様な人々が集まることができる「交流広
場」を生み出す。

そのため、現緑の亀城公園と霞ヶ浦を軸に災害の防止を図るため旧川口川の土地を緑
主体のオープンスペースに戻しネットワーク化を図る。これを緑の軸として２つの河川まで
旧水戸街道に沿って市民と協働で緑を増やし整備を進めていくことで将来的に土浦全
体が緑豊かな街になることを期待する。

- 自然の繋がりが滲む -

2　中城通り街並みを保全する
歴史的建造物や町割りを保全し、建築物などの調和の取れた街並みを形成することで
快適な歩行空間を創出するとともにまちの回遊性を高める。そのために蔵や路地の保
全や街並みガイドラインの作成を行う。

3　土浦城を再建する
現在は廃城となった土浦城を復元することで、これからのまちのシンボルとなる。また、「
土浦城復元プロジェクト」と称しワークショップの開催や近隣学校との連携を通じて市
民参画を図る。これにより市民の土着愛の形成や関係人口の増加に繋げたい。さらに
まちづくり政策の財源のうち１%は復元費用に充てることで財源の確保を目指す。

1　歴史資源を巡る散策ルートを整備する
土浦市に点在している多様な歴史資源は、土浦の文化の基盤になっている。そしてこれ
らの歴史資源を積極的な活用し歴史をテーマとした散策ルートを設定することにより、
資源と資源、資源と地域のつながりをつくる。
1.水際コース　　　　  ー　かつて堀であったところや暗渠を辿る
2.水戸街道コース　　  ー　旧水戸街道を通してかつての城下町を辿る
3.寺・神社界隈コース　ー　歴史ある寺社を巡る

歴史的建造物や町割りを保全することで快適な歩行空間を創出するとともにまちの回遊
性を高める。さらに、土浦城と周辺の水や緑、旧水戸街道沿いの街並み、緑地、旧川口川
の跡地など土浦の歴史と歳月が物語として市民生活に根付き、後世に文化として滲んで
いくことを期待する。

- 歴史の物語が滲む -
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　土浦城を再建する

　歴史資源を巡る散策ルートを整備する

　国道125号線沿いに駐輪場を整備する

　駐車場のポケットパーク化

　防火建築帯を集いのゲストハウスへとリノベーションする

　外国人のための居場所をつくる

　中城通り街並みを保全する

　水戸街道を自然豊かな空間に変える

　公園と一体的に利用できる「カワウエモール」をつくる

　駅と緑の軸を結ぶ

　モール505をカワウエモールとして素質を高めリニューアルする

　緑の軸を作る

　中央一丁目に土浦版ネウボラをつくる

　新たに自転車ネットワークを整備する

　滝の前広場にインクルーシブスポーツパークをつくる

　亀城モールにサイクルハブをつくる

駅

３つのまちで彩る

歴史と自然を活かした利便性と交流のあるまち
土浦城の再建や歴史的街並みと緑の再生による

歴史と自然が息づく空間の創出、駐輪場の整備や

リノベーションによる居場所づくりをすることによる

市民・来訪者に利便性と交流のあるまち

心身ともに健康な暮らしを目指せるまち
ネウボラでの交流による心の健康、インクルーシブスポーツ

やサイクリングによる身体の健康を享受することのできる、

誰にとっても健康的な暮らしを目指せるまち

緑豊かなにぎわいのあるまち
緑の軸と駅を結ぶ回遊軸や公園と一体的な利用が可能な

カワウエモールにより、にぎわい空間を生みだすまち

凡例

対象地域 16のしずくプロジェクト 自転車生活 歴史の物語 自然の繋がり より良い暮らし 場所の素質
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豊かな自然が十分に活かせていない
歴史が十分に活かせていない
自動車以外の交通利便性が低い
空き家、空き地が多い

駅前エリアと亀城公園エリアの関係性が希薄
魅力的なオープンスペースの不足

商店街やモール 505 のシャッター通り化
人口減少、少子高齢化

市民によるまちづくりの機会の不足

「土浦中心市街地の課題」

16 の雫プロジェクト

課題解決の考え方

滲む

➡

未来の土浦

彩る

自転車生活が滲む

自然の繋がりが滲む

歴史の物語が滲む

より良い暮らしが滲む

場所の素質が滲む

「5つの滲みだし方針」

土浦中心市街地の現状

課題
土浦市は豊かな自然や歴史の資源

があるにも関わらず、

活かすことができていない

空き家・空き店舗・シャッター街

が多くあるなどの問題を抱える

少子高齢化や人口不足に伴い、

徐々に廃れている状態である

課題解決のためのプロジェクトを

雫と見立て、５つの方針を

もとに落とし込む

落ちた雫の先に魅力的な場が

生まれ、じわじわと

しみ込み広がっていく

滲み出した魅力と魅力が
混ざり合うことで、特色ある
「３つのまち」が形成される

持続可能な土浦の実現

「滲彩」は中国語で「シェンツァイ」と読み、「滲彩土浦」には、
地元への愛着が滲み、地元市民・観光客のにぎわいが土浦を
彩るという意味をもつ。
「神彩」も同音で、「優れた風采（見た目、姿）」を意味する。
よって、土浦は優れた風采をもつという意味も込めている。

shencai

・歴史と自然を活かした利便性と交流のあるまち

・心身ともに健康な暮らしを目指せるまち

・緑豊かなにぎわいのあるまち

市民や来訪者の中に土浦への
愛着が彩られ、将来の
担い手へと繋がっていく

集いゲストハウス

ポケットパーク

カワウエモール

カワウエモール

インクルーシブスポーツパーク

ネウボラ

外国人のための居場所緑の軸

親水広場

にぎわい通り駅前広場

サイクルハブ

新たなネットワーク
凡例

駐輪場

サイクルハブ
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CAFE 寺子屋 直売所

運営

まちの誇りである土浦城を復元するにあたり、以下の施策を推進していく。

・「土浦城復元プロジェクト」としての市債の発行

・ふるさと納税の活用

・social impact bond の発行

・市民によるクラウドファンディング

・市民参加型ワークショップ

これらの施策を通し観光資源として復活するだけでなく、多くの人が土浦の歴史を

再確認・発見するきっかけになることを期待する。

1階→多様な機能の施設・お店／2階→ゲストハウス
1階の施設・お店を運営する人に2階のゲストハウスを一緒に
管理・運営してもらう仕組み。地元市民と共に観光を盛り上げ
ることで、地域活性化を目的とする。

外国人居住者が活躍できる場

機能

効果

外国人居住者が働きやすい店舗

外国人居住者の居場所となる

交流センター

・海外の人が集う居場所
・寺子屋のように地元の高校生・大学生が日本語教室をひらく
・文化交流が行えるイベントの開催

機能

効果
・土浦に住む日本人にも外国人にとっても、よりよい暮らしができる
・ゲストハウスに宿泊する外国人観光客でも安心して利用できる

直売所

・地域の特産物、特産品を取り扱う
・地元住民の日常的な買い物や観光客のお土産購入の場

住民と観光客の交流の場となる機能

効果

遊びとしての機能だけでなく、勉強を地元の高校
生・大学生ボランティアに勉強を教えてもらえる。
また、将棋などの文化的な遊びを地元の高齢者
と一緒に行うことができる。

保育園・幼稚園児～小学生など幅広
く利用することを想定する。屋内にもボ
ールプールなどの遊べる場所を作り、
公園の少ない土浦市に子供の居場所
を提供する。

親子でくつろぎながら利用できる。子供は同
年代の子と遊びながら、親同士のコミュニケ
ーション、情報の交換ができる。

子育てによる不安を減らせるように、
相談できる場所を設ける。

保育園が少なく、徒歩圏内に無いということ
から民間の運営する保育園を設置する。支
援施設と共に保育園を設けることで利便性
の向上を目指す。

カフェ

屋内広場

小中学生の居場所

私立保育園

相談室

子供が成長するにつれて、関わる人が増えていく。駅と亀城公園を結ぶ通り沿いで、
中心市街地の中央部に位置するポテン シャルの高い地区で、成長に合わせて人と
の関わる場を提供することによって「ネウボラ＝支援」を行っていく。
・屋外・屋内広場での親子間の交流
・相談室やカフェなどで親同士も交流
・保育園や小中学生の居場所で子供同士の交流、地域の大人との交流
様々な交流を通して支援を行っていく。

公園と一体的な利用が可能

モール 505 を「商業・福祉・医療」の機能を持たせた複合施設
に変化させ、幅広い層の土浦市民だけでなく、観光客も集まる、
利便性と賑わいのある空間にする。

内科、小児科、歯科、
託児所
（病気になった子供の預かり）

メンテナンスなど自転車に
関するサービス全般を行う

駅よりも「通過点・休憩スポット」としての意味合い強い場所に位置する亀城モールにサイクリ
ストの拠点となる「サイクルハブ」を作り、よりサイクリストのニーズに合った環境を整備する。

工房、キッチンなどがあり日本だけでなく海外の文化に触れられる

自由に話したり
遊べたりできる場所

生活で困っていることを
相談できる場所。

大きく開いたエリアを利用して、誰でも心身共に健康にすることができる「ハ
ンディキャップヨガ」やパラリンピックの種目である「ボッチャ」などができる。

屋外のインクルーシブスポーツだけで
なく、ネウボラの二階で屋内スポーツも
できる。バスケ、サッカーなどとして利用
できるコートがあり、パラリンピック種目
を障がいの有無に関わらず楽しむこと
ができる。

店舗の壁に誰でも安全に利用できるよう
に、横に移動しながら楽しめるボルダリ
ングを設置。身体だけでなく、脳も動か
うことができる。店舗ではスポーツ用具
の貸出やシャワーの利用が可能。

地面を少し下げて配置することで、街路空間に
おいて空間を確保し、視覚的にも邪魔になりに
くくするデザイン。一般用の自転車ラックに加え
て民営のレンタサイクルステーション用のラック
も併設。

インクルーシブスポーツパークと関係性を持たせ、
タンデムバイクを導入し身障者も楽しめるようにする。

サイクルショップでの作業の待
ち時間や、サイクリストの休憩ス
ポットとして利用

休息空間、出店 
駐車場を緑化したイベント広場では、 マルシェや地域の人々による発表会・祭りなど、カワウエモールと一体的な利用が可能。

自転車専用道路

子育て支援施設の間に広場を設けることで、

屋外の遊びと屋内の機能を一体的に利用できるようにする

城下町や街道としての名残がある土浦の街並みを保全・修景する。歴史・自然、人々
の営みによって育まれてきた個性を継承・活用することで、場としての価値を高め、
多くの人に土浦の歴史に触れてもらう。

複合施設とネウボラの間になる、人の多く利用できる場所に障がいの有無、国籍、肌の色、
年齢、性別などに関係なく、一緒にスポーツを楽しめる公園をつくる。全ての人がスポーツ
によってより良い暮らしができることを目指す。

サイクルショップ

カフェ

レンタルサイクルステーション

駐輪場

ボルダリング +店舗

オープンスペース

歴史的建造物の保存の修景

植栽の配置ベンチなど滞留場所の設置

壁面線の連続化

まちなみと調和した道路の舗装

街灯を民地側に整備

多目的ホール

高齢者交流の場

文化体験施設

相談室

医療施設

旧水戸街道「緑のまちづくり」
水戸街道沿いの民地に緑を入れて
もらうことで緑の軸を作る

交流広場

道路幅が狭く自転車の通行が不便だった道を緑
化と含めて自転車専用道路をモール内に計画す
ることで元々の道路幅を変えることなく、自転
車の通行に適した道路を整備する。

カフェ

サイクルショップ+カフェ

レンタルサイクルステーション
+駐輪場

ボルダリング +店舗

にぎわい通り
駅から川口モールに繋がる遊歩
道。多くの自然とともに快適に楽
しく歩行ができる。

旧川口川通りと霞ヶ浦を繋ぎ、
様々な人々の交流や活動による
にぎわいを引き起こす。

旧川口川を復現した水空間があり、
水と触れ合い、親しむことができる。

親水公園

土浦城を再建する 防火建築帯をゲストハウスへ 土浦ネウボラをつくる サイクルハブをつくる インクルーシブスポーツパーク カワウエモールをつくる

土浦の応援者

土浦市 事業者

資金提供者

支援
返礼品

成果を報告
対価

資金
返済

ふるさと納税
クラウドファンディング social impact band

土浦城を再建するにあたって、social impact bondやクラウドファンディング、
ふるさと納税などの制度を活用して資金を集める。

一般社団法人

「まちづくり滲彩」の設立

ゲストハウス

事業者

まちづくり滲彩が建物を所有して事業主体となる。
1階カフェや直売所の運営事業者、
2階ゲストハウスの運営事業者を公募。

土浦市

福祉事業者

土浦市内の福祉事業者および保育園・こども園事業者と土浦市の
支援を得て、NPO土浦ネウボラを立ち上げ、運営を行う。

駐輪場管理運営会社

駐輪場運営ノウハウのある民間事業者、サイクルショップなどで民設民営で
公共のサイクルハブをつくり、まちづくり滲彩も加わって運営組織を立ち上げる。

つくば霞ケ浦りんりんロード利活用推進協議会とも連携して、
土浦全体として自転車の使いやすい街を目指す。

運営組織

まちづくり滲彩

サイクルショップ

施設の管理 道具の貸出 イベントの開催

スポーツメーカー、地域の福祉事業者、まちづくり滲彩が協働で
スポーツパークの整備と運営会社の立ち上げを行う。

現在のモール 505 は、身の丈型の減築により
低容積かつ公園広場一体型の再開発に刷新する。

従前モール 505 事業者には従前と同程度の家賃で賃借、
新たな福祉・医療事業者の誘致、親水公園を用いたエリマネ事業等を展開する。

緑の駐車場
カワウエモールと繋がる駐車場に
緑を入れることで空間的な繋がり
を生み、利便性も向上させる。

ポケットパーク
駐車場をポケットパーク化するこ
とで、城下町の特徴である庭を演
出する。

イベント広場

まちづくり
滲彩

所有

事業者

NPO法人
土浦ネウボラ

保育園・こども園
事業者

子ども・福祉イベント

カフェ

ネウボラこども園

小中学生の居場所事業

福祉事業者 民間企業滲彩

運営会社

以前の家賃で
505 の店舗を入れる

福祉・医療従事者の誘致

減築

認定 一般社団法人
まちづくり滲彩

計画対象区域のエリアマネジメント事業

市民を対象とする会員事業、情報発信事業

都
市
再
生
推
進
法
人

土浦中心部を彩るまちづくり全体のマネジメント、
16の雫プロジェクトの推進のための組織を設立する。

まちなみと調和したファサード

をつくる

サイクルハブをつくる

亀城モールに

集いのゲストハウスへ

土浦城を再建する
中央一丁目に

土浦ネウボラをつくる

モール505を
公園と一体的な利用が可能なカワウエモールにする

街並みを保全する

滝の前広場に

インクルーシブスポーツパーク
をつくる

A

A

B

B

C

C

D

D

E

E

F

F

G

G
中城通り周辺の

防火建築帯を

市民参加の

プロセス

官民協働と

A C D E F G

16 の雫プロジェクト

0 50 100 150
N

S＝1:2500

S＝1:200

S＝1:200

姉妹都市パロアルトと
国際交流イベント

土浦城で

ウエディング！

季節に合わせた

料理教室

パブリック
ビューイングで
みんなで観戦！

土浦城と紅葉の

映え写真をとる！

親子で楽しむ

クリスマス会

にぎわい通り沿いに

イルミネーション
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